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研究成果の概要（和文）：研究の目的は日本の小学校環境‐物理的環境、人的環境‐と心の健康について個別支援研究
、全体支援研究、連携システム研究と比較文化研究を通して考察し、日本の子どもの心の健康支援に対する提言を行う
ことである。
　結果は、フィンランドとの二国間比較研究を通して、日本の子どもの自尊感情、学校満足感が低いこと、と友人関係
は良好であること、子どものアセスメント技法としての投影法の基礎研究、アセスメントのみでなく援助技法として用
いることの提示などの成果を得ることができた。
　これらの成果は図書3編、論文10編、国内学会29編、国際学会14編として発信した。これらの成果をまとめて来年度
には図書を刊行予定である。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to show the relationships between mental health of ch
ildren and school environments-physical environment and human environment- and propose the idea for mental
 health support for children.
 The results are that follows; Japanese children heve lower self esteem and lower satisfuction of school l
ife than Finnish children.On the other hand, Japanase children have better relationship than it in friend.
 And the projective methods are not only personality assessment tools but also useful therapeutic tools in
 children. We presented these results by books, articles and congress so on.
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１．研究開始当初の背景 
本研究は日本の小学校における子どものメンタ

ルヘルス支援について個別支援から一般児童全体

の支援までアセスメントとそれに繋がる支援の方

法を具体的かつ実践可能なシステムとして広く学

校現場に還元することと、子どもを取り巻く環境

としての学校、家庭、地域および臨床心理専門家

の「共同相互連携支援システム」の構築を試みる

ものである。これらを統合することにより、小学

校臨床における包括的支援モデルという新たな視

点を提言する。 

２．研究の目的 

主に以下の4点を目的とした。 

１） 個別支援研究：①子どものロールシャッ

ハ法を用いたアセスメントと支援、②神経生

理学的視点によるアセスメントと支援 

２） 全体支援研究：①テスト・バッテリーに

よるアセスメントと支援、②対人関係の発

達促進に関するプログラム開発 

３） 子どもを取り巻く環境の共同相互連携

支援システムの構築 

４） 現代の日本社会・文化に生きる子ども像

とその環境の解明 

３．研究の方法 
① 子どものロールシャッハ法を用いたアセス

メントと支援：投影法（ロールシャッハ法、

描画法、文章完成法）を用いた一般児童研

究および発達障害児研究を行った。具体的

には、ロールシャッハ法は個別実施、描画

法と文章完成法は集団実施を行い、データ

は量的分析と質的分析によって検討した。 

② 神経生理学的視点によるアセスメントと支

援：NIRS（近赤外線分光法）による脳機

能測定および眼球運動測定研究を通して、

一般児と発達障害児における認知的側面

のアセスメントの方法について検討した。 

③ テスト・バッテリーによるアセスメントと

支援：投影法および質問紙法を用いて、気

になる子、ひきこもり傾向児のアセスメン

ト方法について検討し、さらに学校場面観

察を通して支援のあり方について検討し

た。 

④ 対人関係の発達促進に関するプログラム

開発：対人葛藤交渉方略質問紙を開発し、

小・中学生を対象として発達的変化の特徴

を明らかにした。また年齢別の指導方法に

ついて検討した。 

⑤ 子どもを取り巻く環境の共同相互連携支

援システムの構築：フィンランドにおけ

る学校環境と子どもを取り巻く環境の現 

地調査および関係者インタビューを通し

 て、子どもの環境の連携システムについ

 て検討した。 

⑥現代の日本社会・文化に生きる子ども像

とその環境の解明：質問紙（QOL質問紙、Y

SR、対人葛藤交渉方略質問紙）投影法（動

的学校画、文章完成法、イメージ連想法）

を用いてフィンランドとの2国間比較を行

い、日本の特徴を明らかにした。 

４．研究成果 
①日本の子どもの一般児基礎研究を
進めたこと、発達障害児（気になる子
ども）のアセスメントによる特徴を明
らかにしたこと、アセスメントのみで
はなく援助方法としても用いること
ができること、などを成果として発表
した。成果の一部は図書（2 編）とし
て刊行した。 
②投影法の種類によって、脳活動の様
相は異なることが明らかになった。ま
た発達障害児と一般児は同一の刺激
に対しても異なる反応を示すことが
明らかになった。成果は主に国際学会
誌、学会で発表した。 
③テスト・バッテリーを組んで学校に
おける 
要支援児童を抽出し、行動観察とその
他の情報収集から学校での支援のあ
り方について検討した。成果は学会と
学会誌において発表した。 
④対人葛藤交渉方略質問紙を用いて
発達的特徴を明らかにし、発達段階ご
との学校での支援のあり方について
検討した。成果は学会において発表し
た。 
⑤フィンランドにおける子どもを取
り巻く環境について学校、養護施設、
児童精神科、図書館、職業訓練施設、
学童保育所、などを現地調査し、連携
のあり方について検討した。 
成果は学会において発表した。 



⑥ フィンランドとの二国間比較の結 
果、日本の子どもの自尊感情の低値、特に中
学生が顕著に低いこと、学校生活満足感の低
いことと一方、友人関係は良好であること、
などが特徴として明らかになった。成果は学
会誌、図書、学会において発表した。 
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